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総務部

年度

委託内容
なし

件水質検査件数 26

207

6,015

箇所 2 1

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民等

平成

年度

事業区分

道路・公園等管理

平成２９年度　事務事業評価シート

災害対策基本法根拠法令等

目的達成度 4

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
27

飲料水・生活用水の確保、災害時の初期消火体制の確立及び備蓄場所の確保

22,141

2,770

27

深井戸濾過機保守点検、深井戸・貯水槽水質検査、浅井戸手押しポンプ保守
点検、深井戸非常用発電設備点検、小型発電機保守点検等

一部委託

飲料水の確保のため、深井戸・耐震性地下貯水槽の保守点検及び維持管理を行い、スタンドパイプ給水や濾過装置の整備
等を行う。
生活用水・消火用水の確保のため、浅井戸等の整備及び保守点検及び維持管理を行う。
備蓄物資の保管のため、備蓄場所の確保、備蓄倉庫等の維持管理及び整備を行う。

補助金の有無

事業対象

事務事業名 井戸・備蓄倉庫等の維持管理

　

危機・災害対策課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

条例・規則 〔法令等名〕

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

35,297

0

0

18,562

199

5,352

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

32,991

33,190

5,697

48,608

0

35,090

公園等に備蓄倉庫を設置し、災害対応力の向上を図った。また、飲料水の供給量増加を図るほか、田原小学校や台
東育英小学校の深井戸施設の更新・改良等を行った。

209

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

井戸の増設やスタンドパイプによる給水など飲料水等の供給量の増加に努めている。また、人
口の増加にともない、今後も飲料水供給量の確保が求められるほか、仮設トイレの機能を維
持するためにも生活用水確保のため全避難所への浅井戸設置を進める必要がある。また、人
口増加と備蓄品見直しにともなう備蓄倉庫の確保も進める必要がある。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

飲料水の確保・備蓄倉庫設置は、災害に対する備えとして必要である。

維持

評
価
結
果

成果目標である飲料水の供給量、備蓄倉庫設置避難所数ともに数値目標を達成している。

3 井戸などの特殊な設備の保守点検、倉庫の設置などは、専門の知識を要するため専門業者に委託してお
り、手段は適切である。

3必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

２７年度 ２８年度

26,512

29,282

成果指標
飲料水の供給量

6,376　人にかかるコスト（人件費など）

その都度必要な保守点検や補修等行っており効率性は妥当である。

45

26,120

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 48,399

4,565

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

28

1

45 45箇所

5

24,220

避難所等備蓄倉庫設置数

37,667

種　別 指標の名称 (単位)
（３１年度）

２６年度

ℓ/h

　決算額　　(単位：千円) 42,233

備蓄倉庫設置避難所数

24,375


